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暑さに強い
コシヒカリ新潟大学NU1号の開発
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★ イネの高温登熟によって、米の白濁化・品質低下が多発する。 2

コメの白濁化メカニズム

★コメの白濁化は、胚乳細胞におけるデンプンの合成と分解のバランス異常によって生ずる。
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細胞培養変異により高温登熟耐性コシヒカリが出現

★ 細胞培養変異は、種子からカルスを作成し、一定の生育期間を経てから、植物体に再分化させる方法で、シ

ロイヌナズナではTos17の転移、SNPs, INDELの挿入などの遺伝的変異が通常の250倍の効率で起こる。これに
よって、培養変異体は形質の多様性を持つ。高温登熟耐性コシヒカリ系統の出現率は約1.5％。
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静置培養 懸濁培養
（細胞の活性化）

植物体再生

30日 2-4ヶ月

コシヒカリの細胞培養
突然変異体の出現
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コシヒカリ原種とNU1号の高温登熟耐性評価

★ NU1号は、登熟期に平均気温28℃以上の高温に晒されても玄米品質の低下は見ら

れなかった。

★ 高温登熟したNU1号では、登熟胚乳中のスーパーオキシドジズムターゼ（MSD1)の

働きが強まり、澱粉分解酵素αｰアミラーゼの異常な高発現が抑えられた。

コシヒカリ(26.2℃) コシヒカリ(28.2℃)

NU1号(26.2℃) NU1号(28.2℃)
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㸯　品✀Ⓩ㘓の␒号及びᖺ᭶᪥ ➨㸰㸵㸶㸳㸴号 令和㸰ᖺ㸱᭶㸷᪥

㸰　Ⓩ㘓品✀の属する㎰ᯘỈ⏘᳜≀の✀㢮及びⓏ㘓品✀の名⛠

Oryza sativa L.　　　コシヒカリ᪂₲大学NU1号㸦㺘㺚㺩㺔㺶㺤㺐㺔㺼㺞㺞㺼㺐㺔㺼㺖NU1㺘㺼㺑㸧

㸱　Ⓩ㘓品✀の≉ᛶのᴫせ

㸲　⫱ᡂ⪅ᶒの存⥆ᮇ㛫 㸰㸳ᖺ

㸳　品✀Ⓩ㘓を受ける⪅の名⛠及び住ᡤ又は居ᡤ

㸴　Ⓩ㘓品✀の⫱ᡂをした⪅のẶ名

㸵　出㢪公⾲のᖺ᭶᪥ ᖹᡂ㸰㸵ᖺ㸯㸯᭶㸰㸵᪥

㸶　Ⓩ㘓品✀の⫱ᡂの⤒㐣のᴫせ

　ⴥの⥳Ⰽの⃰ῐは中、ⴥ⪥のアントシアニン╔Ⰽの᭷↓は↓、初ᮇのṆめⴥの姿勢は
半❧、出✑ᮇは中、ᰕ㢌のⰍはⓑ、⛩の太さは中、⛩の㛗さ㸦ᾋ✄品✀を㝖く。㸧は
㛗、✑の主㍈の㛗さは中、✑ᩘは中、Ⱒの᭷↓は᭷、初ᮇのⰢのⰍは㯤ⓑ、Ⱒの分ᕸは
上1/4のみ、᭱㛗Ⱒの㛗さは▷、外㢒のẟじの⢒密は中、外㢒先➃のⰍはⓑ、✑の主㍈
の‴᭤ᗘは垂れる、✑型は⣳㗽ᙧ、✑のᢳ出ᗘは✑㍈もよくᢳ出、ᡂ⇍ᮇは中、㢒のⰍ
は㯤ⓑ、ㆤ㢒の㛗さは中、ㆤ㢒のⰍは㯤ⓑ、⢄の千⢏㔜は中、㢒のフェノール反ᛂの᭷
↓は↓、⋞⡿の千⢏㔜は中、⋞⡿の㛗さは中、⋞⡿のᖜは中、⋞⡿のᙧは㛗円ᙧ、⋞⡿
のⰍはῐ〓、⬇乳の型は⢥、⬇乳のアミロース含㔞は㸳型、⋞⡿の㤶りは↓又はᴟᙅ、
✑Ⓨⱆᛶは㞴、⬺⢏ᛶは㞴である。
　出㢪品✀「コシヒカリ᪂₲大学NU1号」は、対↷品✀「コシヒカリ」とẚ㍑して、㧗
 Ⓩ⇍ᛶがᙉであることで区別ᛶがㄆめられる。

国❧大学ἲ人᪂₲大学
᪂₲┴᪂₲市す区五十嵐2の⏫8050␒地

三ツ井ᩄ᫂　᳃太⣖　㔠古堅太㑻　及川和⪽　伊⸨⣖⨾子　㧗ᶫ⬟ᙪ　ᫍ㇏一　㧘
ᯇ壮

「コシヒカリ」の⣽⬊培㣴✺↛変␗ᰴを㑅ᢤしたものである。
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刈羽村農家の圃場におけるNU1号の実証実験

2020年5⽉6⽇

2020年8⽉11⽇ 2020年9⽉1⽇

2020年5⽉14⽇⽥植え 2020年6⽉6⽇

2020年9⽉17⽇収穫 7
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NU1号玄米 コシヒカリBL玄米

コシヒカリBLとNU1号の高温被害粒の比較
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NU1号高温被害粒 コシヒカリBL高温被害粒

コシヒカリBLとNU1号の高温被害粒の比較

透過光による観察
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NU1号が暑さに強いことを実証
NU1        BL
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ご清聴ありがとうございました

ご試食下さい！
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